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付 録

　本書の317ページで取り上げた総合問題の解説です。
　この総合問題では、データの流れとVBAのコードとの関連を理解して応用力を
付けることを目的とし、またユーザーフォームからのデータ入力やメニューを作成す
る場合の参考にしていただくことができます。

総合問題で
応用力を付ける（解説）

名簿のデータをカード形式で管理する

　Excelのワークシートに多くの見出し項目を設定すると、パソコンの画面には収まらなくなります。その
ためワークシートを縦や横にスクロールして全体を見ることになりますが、この場合もExcelの「ウィンドウ
枠の固定」で見出しを固定しなくては項目とデータを同時に確認することができません。
　そこで、見出し項目が多いワークシートのデータをすべて表示するために、カード形式のワークシート
を利用するとデータの管理を簡単にすることができます。
　この問題では、住所録のワークシートの一覧表データを、カード形式のワークシートで１件ごとに表示
する方法を紹介します。ワークシートのデータをカード形式で表示する方法は、顧客管理、商品管理、
社員管理などに応用することができます。

①コードまたは名前で検索して名簿カードに表示する
　名簿カードは、コードまたは名前を指定して名簿データのワークシートを検索することができます。
　コードは、完全一致の検索、名前は部分一致の検索として、それぞれ名簿データの検索に成功し
た場合は、そのデータを名簿カード形式のワークシートに表示します。
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                  付録 4 総合問題で応用力を付ける 

②［最初］［前へ］［次へ］［最後］ボタンでデータを移動する
　「名簿カード」ワークシートにデータが表示された後は、そのデータから移動するボタンを作成します。
名簿カードに表示されているデータの前のデータと次のデータに順次移動する処理と、登録されたデー
タの最初のデータと最後のデータにジャンプするボタンを作成します。

③［追加］［保存］［削除］ボタンでデータ処理をする
　「名簿カード」ワークシートにおいてデータ処理をするボタンを作成します。
データベースのデータ処理には、テーブル（ワークシート）への新規データの追加、変更データの保存、
不要データの削除があります。
　それぞれの処理を［データの追加］［データの保存］［データの削除］ボタンのクリックで実行します。
　［カードの印刷］ボタンからは、表示中の名簿カードの印刷処理を実行しますが、この総合問題では、
印刷プレビューを表示するようになっています。

④最初のデータが表示されように設定する
　「名簿カード」ワークシートのセルは、最初の状態では空欄になっています。そこでイベントプロシージャ
により、名簿カードのワークシートがアクティブになったときに、最初のデータが表示されるように設定します。
　また、ワークブックのイベントプロシージャに、ファイルが開かれたときに「名簿カード」ワークシートに移
動するように設定することもできます。
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請求書と売上明細データから
売上帳と売上集計表を作成する

　まず、売上明細データから顧客別の売上帳と、顧客と商品または担当者ごとの売上集計表を作成し
ます。実際の売上管理は、入金処理や売掛金処理を組み込んだ複雑なシステムになります。しかし、
この問題では、マクロとVBAによる学習用のためにデータ処理は簡略化しています。

①請求書データを売上明細に転記する
　請求書の顧客名と商品名は、入力したコードからVLOOKUP関数で「顧客」と「商品」のワークシー
トのデータを検索します。担当者は、「担当」ワークシートのデータからリストで選択します。
　［データの消去］と［請求書の印刷］［シートの保護設定］［シートの保護解除］の各ボタンは、例題
と問題で紹介しています。
　このうち［シートの保護設定］［シートの保護解除］ボタンは、データの入力を補助します。シートに保
護をかけると、ロックをかけていないセルにのみカーソルが移動するため、データの入力を効率化できま
す。さらに、数式や関数が設定されたセルを、誤った操作による変更や削除から守ることができます。
　この問題では、請求書の［売上明細へ転記］ボタンのクリックで、表示中の「請求書」ワークシートのデー
タを「売上明細」ワークシートにコピーします。
　「売上明細」ワークシートにすでにデータがある場合は、そのデータの最終行の後に追加することに
なります。請求書から「売上明細」ワークシートへ転記するデータは、消費税を計算する前の金額にな
ります。そのため、「売上明細」ワークシートから作成する売上帳と売上集計表は、消費税抜きの金額
になります。
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②売上明細データから顧客別の売上帳を作成する
　「売上明細」ワークシートから、顧客コードで検索して顧客ごとの「売上帳」ワークシートを作成します。
実際の売上帳では、前期からの売掛金残高に消費税込の売上金額を加算し、入金金額を減算して
売掛金管理をしますが、ここでは売上金額のみを抽出することにします。
　この「売上帳」ワークシートは、売上金額の累計欄を設けて計算式を挿入するなどの加工をすること
ができます。

③売上明細データから売上集計表を作成する
　「売上明細」ワークシートのデータから、顧客別、商品別、担当別の売上集計表を作成します。
　売上集計表は、それぞれ別のワークシートで作成する場合もありますが、ここでは、［顧客別の集計］
［商品別の集計］［担当別の集計］ボタンのクリックで、集計条件を変更して同じワークシートに作成し
ます。
　売上集計表には、罫線を引いていないので、［集計表の印刷］ボタンからは、印刷を実行する前にワー
クシートに罫線を引いてデータの１行ごとに色を付けてから印刷します。
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入庫と出庫のデータから
在庫受払表と在庫残高表を作成する

　この問題では、毎日の商品の入庫と出庫の数量データから、商品ごとの在庫の受払帳と在庫残高
の一覧表を作成します。
　入庫と出庫の入力は、商品名をコードまたは商品名から「商品」ワークシートを検索します。
　在庫受払帳は、商品の入庫と出庫のデータから商品コードを指定して抽出処理を実行します。
　在庫残高表は、商品の入庫と出庫のデータから商品ごとの集計処理を実行します。
　実際の在庫管理では、仕入先や仕入単価またはロットや棚割りなどの項目の追加、返品処理などの
複雑な計算が必要になります。しかし、この問題では、マクロとVBAによる学習用のためにデータ処理
を簡略化しています。

①入庫と出庫の入力で商品データを検索する
　商品名は、商品コードからVLOOKUP関数で「商品」ワークシートから検索するのが通常の処理に
なります。
　しかし、入庫と在庫のデータのようにワークシートの行数が多くなると、すべてのセルでVLOOKUP
関数を使用するのは大変です。
　そこで「入庫と出庫」ワークシートには［コード検索］と［商品名検索］ボタンを配置して、このボタンを
クリックすると「商品」ワークシートを検索し、検索に成功するとアクティブセルがある行に商品コードと
商品名が入力されるマクロを作成します。検索方法は、コードは完全一致検索にします。商品名は部
分一致検索にして商品名の一部からでも検索をすることができるようにします。
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②入庫と出庫のデータから在庫受払帳を作成する
　「入庫と出庫」ワークシートのデータから、商品コードで検索して商品ごとの在庫受払帳を作成します。
在庫受払帳では、商品ごとの在庫残高に入庫数を加算し出庫数を減算して在庫残高を計算しますので、
ここでは入庫と出庫の数値を抽出します。
　この「在庫受払帳」ワークシートは、在庫残高の累計欄を設けて計算式を挿入するなどの加工をす
ることができます。

③入庫と出庫のデータから在庫残高表を作成する
　「入庫と出庫」ワークシートのデータから、商品ごとの在庫残高表を作成します。
　在庫残高表のワークシートは、［残高別の集計］ボタンのクリックで商品ごとに入庫と出庫の集計を
表示します。
　［残高表の印刷］ボタンからは、印刷を実行する前に在庫残高表のデータの１行ごとに色を付けてか
ら印刷します。
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